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• 市民と野洲川との接点となる場所

• 市民同士の出会い・交流・賑わい

を通し学び合う場所

• 外の人が野洲を訪れ、野洲を知る、

野洲の人・自然と交流・楽しみ・

学びを得る場所

１．野洲川MIZBEステーションの目指すところ

①出会い
野洲川と多様な人に出会い学ぶ

②自然
野洲川の自然に学ぶ

③防災
自然の営みと防災を学ぶ

野洲市総合計画 滋賀県立高等専門学校
基本構想2.1

野洲市MIZBEステーション
かわまちづくり計画

(1)地域資源を活用した観光振興を促進
(2)激甚化する台風等の自然災害への対応
(3)自然とふれあえる空間の整備
(4)人材の育成支援促進

市民とともにつくる、人と自然の好循環を育む『学び』の拠点

• 川と森の自然を体感し、学び、

育む場所

• 自然・環境・生物などの市民活

動の拠点となり人材育成、学び

合う場所

野洲川MIZBEステーションができることで
野洲市・野洲川をもっと好きになる

• 森の管理、川の安全・安心、身近

な防災を学ぶ場所

• 河川防災ステーション・地域の防

災教育拠点

野洲川MIZBEステーションの目指すところ
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２．（仮称）野洲市MIZBEステーションかわまちづくり実行委員会の位置づけ

野洲市MIZBEステーション
かわまちづくり協議会

メンバー： 野洲市長
国土交通省近畿地方整備局琵琶湖河川事務所長
滋賀県総合企画部管理監
滋賀県土木交通部南部土木事務所長
野洲市自治連合会北野学区自治連合会長
野洲市商工会長
野洲市観光物産協会長

メンバー ：

関係行政機関：

野洲市民・団体等の有志 【10名程度を予定】
（事務局より依頼）
野洲市都市建設部
野洲市政策調整部
琵琶湖河川事務所
滋賀県※高専関係

野洲市（議会）

野洲市民

説明

意見

地域の様々な主体と協働して、「かわ」と「まち」とが一体となった魅
力的な水辺空間を形成し、新たな人の流れとにぎわいを創出する「かわ
まちづくり」について協議するとともに、地域活性化の拠点となる
MIZBEステーション(河川防災ステーション)の利活用方法等について検
討することを目的として、令和5年11月に、野洲市MIZBEステーションか
わまちづくり協議会を設置。

「かわまちづくり」の具体的な検討・提案を行うため、協議会の下部組
織として「（仮称）野洲市MIZBEステーションかわまちづくり実行委員
会」を設置予定。

（仮称）野洲市MIZBEステーション
かわまちづくり実行委員会
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３．（仮称）野洲市MIZBEステーションかわまちづくり実行委員会の役割と進め方

⚫ 野洲市MIZBEステーションかわまちづくり協議会の下部組織として、野洲市市民・団体
を代表して、野洲川MIZBEステーションのあり方の具体的な検討を行います。

⚫ 具体的な検討の内容
① 野洲川MIZBEステーションの将来の方向性の試行・検証のための、
社会実験イベントの企画・検討

② みんなの想いをのせた「運営方針」の検討
※次ページの事例 参照

1）役割

2） 進め方（予定）

み
ん
な
の
想
い
を
の
せ
た

「
運
営
方
針
」
の
取
り
ま
と
め
(R
7
.7
-8
月
)

み
ん
な
の
や
っ
て
み
た
い
を
集
め
た

実
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
(R
7
.5
〜
6
月
予
定
)

1．キックオフ

時期：R7.2〜3月

2．社会実験ｲﾍﾞﾝﾄ企画
＋運営方針骨子

時期：R7.3〜4月

3．社会実験ｲﾍﾞﾝﾄ振り返り
＋運営方針検討

時期：R7.5〜6月

4．運営方針
取りまとめ

時期：R7.7〜8月

• メンバー紹介・メンバー
の興味関心の共有

• 市民意向・庁内PT議論の
共有

• MIZBEステーションの機
能・役割の検討

• 社会実験ｲﾍﾞﾝﾄの方向性
について検討

• やってみたいを実現する
社会実験ｲﾍﾞﾝﾄ企画

• 運営方針のフレーム検討
• 施設機能・役割の精査

• 社会実験ｲﾍﾞﾝﾄ振り返り
• 運営方針の検討

• 運営方針(案)を元に最終精
査

• 具体的な取り組みの検討
（年間スケジュール等）
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４．事例（運営方針のイメージ） 出展：奈良県三宅町MiiMo運営方針

運営方針とは、設計基準や運営要求水準書等てば表せない、市民視点で
の運営上大切なポイント等を取りまとめたもの。民間事業者公募の参考
資料等にすることで、市民の想いを汲んだ提案が期待できる。
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⚫ 多様な参画のあり方と各種事業の実現性について検証する機会として、イベントを実験・実践の場に位置付け、地域住民や
民間事業者の「やってみたい」を集め、「野洲川MIZBEステーションの方向性」を体感できる社会実験イベントとします。

⚫ 野洲川MIZBEステーションのキックオフとして、市民有志と野洲市との協働で企画を検討し、市民・事業者・関係部署等の
多様な参画を実践する機会とし、みんなの野洲川MIZBEステーションとして育てていくためのきっかけづくりとして社会実
験イベントを開催します。

⚫ 本社会実験の各種コンテンツを通して、野洲川MIZBEステーションの持続的な運営や維持管理を実施するうえでの課題や改
善点を検証します。

イベント参加

出店

企画・運営

①出会い ②自然 ③防災

「学び」をキーワードとしたイベントの実験

社会実験イベントのコンセプトと参画・検証の整理
社会実験イベントの
コンセプト（案）

参画の
グラデーション

実行委員会
関係課
職員PT

市内・近隣事業者
市民団体・個人

市民
近隣市町村住民

参画主体

各種コンテンツの企画・運営サポート
（企画・運営サポートの関わり方については

実行委員会等の状況に応じて設定）

飲食
物販・WS など

川アクティビティ体験
生き物観察

森・植物遊び など
防災学び・体験

参画の実験
検証

【実行委員会：振り返り】
• よかった点・改善点
• 継続に向けて（事業性、価

値向上）
• 今後の可能性・方向性

【出店者アンケート】
• よかった点・改善点
• 事業性（利用ニーズ、料

金設定等）
• 今後の参画意向

【来場者アンケート】
• よかった点・改善点
• 野洲川のイメージ
• 野洲川MSの方向性
• 事業性（利用ニーズ、料

金設定等）
弊社実績：淀川アーバンキャンプ 弊社実績：淀川アーバンキャンプ 弊社実績：β本町橋・防災WS出典：うしづま水辺の楽校世話人会 出典：チャイムの鳴る森

野洲・野洲川の魅力、“やってみたい”、みんなの力を集結し
野洲・野洲川の魅力を学び・体感する社会実験イベント

Gatheringとは
集会、集合、集める（収
集・採集）こと

５． 社会実験イベントの方向性（案）

実行委員会等と連携した出店者の応募・声かけ

出店者と連携した告知・広報
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